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序

飯山市教育委員会

教育長 岩 崎 彌

飯 山市 は長野県の北部 に位置 し、山紫水 明で優 れた 自然

環境 に恵 まれてい ます。 また、古 く輝 か しい歴 史 を もち、

その歴史の背景 のなかで育 まれて きた数多 くの文化 財 も残

されてい ます。 これ ら美 しい自然 も価値 の高い文化 財 も、

ひ としく私達飯 山市民の祖先が残 して くれた貴重 な遺産 で

あ ります。 これ ら貴重 な遺産 を知 ることは、ふ るさとを知

るこ とで あ り、ふ るさと飯 山の た ぐいな き良 さを知 ること

で もあ ります。 また、 そ うした先人の歴 史 を学 ぶ ことは、

過去 をみつめ なお し未来 を考 える・ための礎 にな るものです。

一方で、祖先が残 して くれ た貴重な文化 財が破壊 され、

失 われ るこ とは誠 に残念 なこ とで あ ります。これ らを大切

に保存 して後世 に伝 え るこ とは、現代 に生 きる私達 の責務

で もあ ります。

小佐原 ・関沢遺 跡は古 くか らその存在が知 られてお り、

それぞれ学会 において も注 目され てい る遺 跡であ ります。

このたび遺跡地内 に建物建設が計画 され ることにな り、市

教育委員会 では記録保存 のための緊急発掘調査 を実施 しま

した。調査 団長の高橋桂 先生 をは じめ、調査員各位、作業

員の方々な ど多 くの市民の皆 さんの御協 力 を得 まして実施

し、初期 の 目的 を達成す るこ とがで きま した。

本報告 書が広 く市民の背様方 に読 まれ、私達祖 先の生活

を偲ぶ とともに、地域の将来 を考 える資料 と して活用 され

るこ とを念願 いた します。

平成3年6月
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本書は、長野県飯山市大字小佐原字西小佐原8,833-1番 地に所在する小佐原遺跡、および飯山市大字瑞

穂字畦高4,173-1番 地に所在す る関沢遺跡の緊急発掘調査報告書である。

発掘調査は以下の原因により行った。

小佐原遺跡 農村総合モデル事業 農村環境改善センター建設

関沢遺跡 新農村地域定住促進対策事業 民芸関係施設建設

調査は、飯山市(農 林課所管)の 依頼により、小佐原遺跡は平成2年9月4日 より同8日 まで、関沢

遺跡は平成2年9月11日1～10月5日 まで発掘調査を行い、整理作業は平成3年2月 に行った。

調査にかかる組織 ・・参加者名簿等はそれぞれの遺跡の報告の中に掲載 した。

本書に収録 した遺跡の概要は以下の通 りである。
ちょうけいさい しょうへい

小佐原遺跡 平安時代 木棺墓1基 灰粕陶器長頸瓶 ・小瓶 ・・黒色土器圷

関沢遺跡 旧石器時代 時期不承土拡ほか 剥片 ・くぼみ石

本書で使用 した方位は、磁北である。

本書の編集は、小佐原遺跡を望月静雄、関沢遺跡は常盤井智行が行い、全体 を高橋桂が統括 した。
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第1編

小佐原遺跡





第1章 遺跡の地理.と環境

1地 理的環境

小佐原遺跡は、長野県飯山市大字小佐原6833-1番 地ほかに所在する。旧行政区画では、下水内郡柳原村

小佐原であ り.、昭和29年 ゐ合併により飯山市 となっている。

千曲川が、信濃に残す最後の平が飯山盆地である.。盆地底の標高が約32qmを 計 り・東西に6km・ 南北 に

16kmの規模 をもち、紡錘形 を呈 している。盆地は千曲川によって東西に二分 され、河東地区は木島平 と呼

ばれている。河西地区は、飯山有尾から常盤戸狩地区に向かって走る長峰丘陵によってさらに東西に二分

され、東側 はかつての千曲川氾濫源の常盤平、西は広井川が形成 した外様平が広がる・外様平は東の標高

図1 遺 跡 の 位 置(1:50,000)
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416mを 最高とする低丘陵の長峰丘陵と、西の信越国境を分かつ1000m内 外の関田山脈 によって画されて

お り、東西1.5km、 南北に8kmの狭長な低地である。飯山市合併 以前は、この外様平は南から柳原村、外様

村、太田村が包括されていた。

さて、この外様平を仔細に観察す ると、関田山系か ら流出す る河川 によって形成 された扇状地 と、谷状

地ならびに低湿地が入 り組み、・さらに長峰丘陵 と同成因によるとみ られる小丘陵が点在 している。

遺跡の所在する柳原小佐原地区は、長峰丘陵 とそのかつての支脈 とみられる鬼が峰 と呼称される小丘お

よびその間の低地 とにまたがっている。 さらに西側は柳原地区の穀倉地帯である広い凹地帯、南側 は皿川

によって形成 された扇状地とその氾濫源が存在 している。

遺跡は鬼が峰丘陵全体 に広がるが、特に濃密な分布 を示 しているのはその南半で、皿川 によって崖下を

さちわれ急崖 となっている南 ・西側に偏 している。今回調査 した地区は、鬼が峰丘陵の西側斜面で飯山市

旭連絡所が存在 している地点である。遺跡の南150m、 皿川の低地をはさんだ須多峰丘陵には、県下初の方

形周溝墓が発見された須多ケ峰遺跡が存在する。また、西側には県道藤ノ木 ・曽根線が走 り、付近 には飯

山市柳原保育園がある。

当地区は、夏は高温多湿の内陸型の気候であるが、冬は日本有数の豪雪地帯で裏 日本型気候 を示す。外

様平は関田山脈か ら吹き下ろす北風は激 しく、飯山市内東側の瑞穂 ・常盤地区に比較 し多雪地帯 となって

いる。

2歴 史 的 環 境

長峰丘陵南半および外様平の遺跡

当地区における考古学的調査が行われた遺跡について下記に掲げよう。

(遺跡名)

有尾

黄金石上(4)

須 多 ヶ峰(9)

別府原

城 ケ鼻

小佐原

北原

鍛冶 田(13)

北町(2)

(番号)(調 査年)

(3)昭 和27年11月

昭和35年11月

昭和36年8月

昭和62年7月

昭和38年8月

昭和40年7月

昭和40年12月

昭和45年9月

(22)昭 和43年9月

(10)昭 和44年4月

(10)昭 和44年6月

(14)昭 和53年4月

昭和55年11月

昭和58年10月

昭和59年7月

昭和54年5月

昭和58年9月

昭和63年8月

平成2年7月

(所在地)

飯 山有尾3560

飯 山有尾3527

同 上

飯山黄金石上653

飯山須 多 ヶ峰7375

同 上

飯山須 多 ヶ峰7334の3

旭別府原

小佐 原6858

小佐 原6798

旭北 原5369

旭北原5366

旭鍛冶 田

飯 山2610

12一

(発掘主体者)

田中修一

前沢広光

飯山市教育委員会

飯山南高校校長山田匡次

飯山南高校 高橋桂

飯山市教育委員会

高橋桂

高橋桂

永峯光一

飯山市教育委員会

飯山市教育委員会

飯山市教育委員会

飯山市教育委員会

飯山市教育委員会

飯山市教育委員会

飯山市教育委員会

飯山市教育委員会

(担当者)

神田五六

桐原健

高橋桂

神田五六

高橋桂

高橋桂

高橋桂

高橋桂

永峯光一

高橋桂

高橋桂

高橋桂

高橋桂

高橋桂

高橋桂

望月静雄

高橋桂



図2 周辺 遺 跡分 布 図(1:25,000)
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釜渕(25)昭 和62年5月 寿江下 飯山市教育委員会 高橋桂

古 くから北沢量平氏 ・栗岩英治氏 らによって調査が進められ、戦後、神田五六 ・森山茂 ・桐原健 ・高橋

桂の各氏 らによって精力的に調査が進められた。縄文時代前期有尾式土器の標式遺跡ともなっている有尾

遺跡(3)や 、弥生時代の尾崎遺跡は一一時型式名 として学史に登場 している。また、四十年代に入ると開

発工事に伴 う緊急発掘調査が行われるようになった。県営住宅団地造成に伴う須多ヶ峰遺跡の調査は、県

下初の方形周溝墓が発見 され,、鉄釧や大型の勾玉が発見 され,た(高 橋1966・1967)。 さらに、一部が埋

め立てられ、保護措置が とられたことも開発工事に伴 う遺跡保護運動の成果 として記憶に新 しい。五十年

代には、低湿地における圃場整備が実施されるに及んで、従来不明であった外様平の遺跡が姿を現わすよ

うになった。北原遺跡(14)は 、こうした大規模開発に伴 う発掘の端緒 となった遺跡で、約二千平米の調

査によって平安時代の鍛冶=遺構が集中して発見された。さらに翌54年 の鍛冶田遺跡(13)の 発掘調査では、

平安時代の墓域 とともに弥生時代の遺構 ・遺物が発見 され、従来弥生時代遺:跡として長峰丘陵のみに目を

奪われていたのが、外様平一帯に弥生文化が花開いていたことを証明することとなった。なお、昭和62年

には釜渕遺跡(25)の 調査で、中世集落 と推定される遺構 や木簡 ・漆椀 ・鳥形などの木製品等が発見され、

当地方に存在 したとされる 『常岩の牧』を具体的に追及で きる資料 もしだいに出揃いつつある。

以上、発掘調査 を通 して長峰丘陵南半 ・外様南半を概観 してみると、第一波の開拓は弥生時代に急速に

進められ、須多ヶ峰にみられる首長級の墓が造られるほど統一 されていったのではないか と考えられる。

つづいて第二波は、平安時代に律令制下の もとに開拓が進み、北原・鍛冶田・鬼 ヶ峰(11)・ 正行寺北(20)

・別府原(22)・ 布施田神社(23)・ 釜渕(25)な ど各地で平安集落が形成され、やがて常岩の牧が造営

されたと推定される。当地域はその南側の中心地帯であったと考えられる。

第2章 小佐原遺跡の調査 と歴史

1遺 跡の発見 と過去の調査

小佐原遺跡は、鬼が峰丘陵の全体 に及んでいる。遺跡は、信濃史料第一巻下地名表に 『城端遺跡』 とし

て登録され、縄文中期初頭型式出土地として記載されている。また、飯山北高校地歴部OB会 の分布調査

報告では 『城ヶ端』 とされている(飯 山北高地歴部OB会1977)。 その後、城端 もしくは城 ヶ端遺跡と

して呼称 していたが、昭和44年6月 に行った回転縄文系土器群の発掘調査 をまとめた広瀬は、弥生時代遺

跡 として既 に報告 された城端遺跡との混同を避けるために所在する地区および地字名の小佐原を使用する

こととし、初めて 『小佐原遺跡』として報告 した(広 瀬1981)。 しかし、時代的な分布が明 らかに異に

しているわけでもな く、縄文草創期の回転縄文系土器群出土地と弥生時代遺物出土地点が近接 しているこ

とか ら、広瀬の報告以来、城端遺跡名を抹消 し、一帯 を小佐原遺跡 として統一することにした(飯 山市教

委1986)。 県史番号では54、飯山市遺跡番号は109で ある。

鬼が峰丘陵は、そのほぼ中央 に旧飯山町か ら富倉峠を越えて越後へ抜ける旧道が東西に走っている。こ

の道路 を境 として北側 は平安時代 を中心 とした遺物の分布がみられ、南側 は縄文時代、弥生時代の遺物分

布が確認されている。そのため、道路北側 を鬼が峰遺跡 とし、南側 を小佐原遺跡 として分離 している(飯

山市教委1986)。 なお、全国=遺跡分布地図では、鬼が峰遺跡の所在地が西方の四ツ屋地区入 り口付近 に

ドットで示 されているが、これは誤記である。

小佐原遺跡の発掘調査は、過去二回行われている。いずれも昭和44年 に実施されたもので、畑作物転換

の耕起による事前の緊急発掘調査であった。
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図3遺 跡 の 範 囲(1:2,500) 1、昭和46年 調査2、 昭和46年 調査3、

(弥生時代調査地点)(回 転縄文系土器群調査地点)

平成2年 調査地点
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弥生時代調査地点(図3・1)

昭和44年4月 、高橋桂 に よって調査 が行 われた(高 橋1967)。 地主の渡辺猛氏 による畑作転換 に伴 う

深耕 で多量 に出土 した地点 を調査 し、 弥生時代の竪穴住居祉1軒 を検 出 した(図4)。 渡辺氏 の採集 した

壼(図4-1)を は じめ住居内 よ り壺 ・甕 ・高 杯 ・鉢 ・クル ミの炭化物 な どが出土 している(図4-2～

7)。 土器 か ら弥生時代 後期の箱清水式土器 に位置付 けられ るもので ある。

回転縄文系土器群調査地点(図3・2)

昭和44年6月 、永峯光一氏によって調査が行われた(広 瀬1981)。 ご く限られた小範囲であったが、

約1500点 の回転縄文系土器群が発見された。報告 した広瀬は、土器は表裏両面に回転縄文が施文される第

一類、器表面のみに回転縄文が施文される第二類、無文の第三類に三分類 している。施文により若干の時

期差が認め られるようであるが＼器面表裏あるいは器表面に回転縄文が施文された一群の土器群 として一一

括 し、草創期後半の一様相を示す貴重な資料 として報告されている。

図4昭 和46年 調 査 出土 資 料1(弥 生 時 代 調11.地 点)(高 橋)・(1967)
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図5昭 和46年 調査出土資料2(回 転縄文系土器群出土地点)(広 瀬1981)

一17一



図6昭 和46年 調査 出土資料3(回 転縄文系土器群 出土地点)(広 瀬1981)
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2調 査 に至 る経 過

昭和27年、柳原村役場 として新築された現在の飯山市旭連絡所は、老朽化が進み改築の計画が以前 よりも

ち上がっていた。当初の計画では、地区として柳原小学校の跡地に移転改築を希望 としていたようである

が、種々の事情により現在地に位置の決定 をみた。この場所は、小佐原遺跡の西端部にあた り、おそらく

昭和27年 の役場新築時によるもの と思われるが、斜面 を大 きく削平 して平坦になっていた。 したがって遺

跡分布図では遺跡の範囲内として設定 してはいたが、大部分が破壊 され消滅 していると考えていた。

計画を策定 した市役所担当部局の農林課は、平成元年10月 に教育委員会に遺跡の照会 を行った。たまた

ま他の現地協議で指導 をお願いしてあった県文化課の小林秀夫指導主事 に現地協議 をお願いすることとし、

10月21日 、農林課担当の青木係長、山田主査、清水主事および教委渡辺係長、市文化財保護審議会委員の

高橋桂氏、お よび望月で協議 を行った。その結果、高橋 ・小林両氏 とも大半が破壊されているが、遺物が

若干採集できることから、一部残存 している可能性 もあ り、事前の調査 を行 う必要があるとされた。12月

4日 付けで県教育委員会教育長より、現地協議の結果 について通知があった。内容は、 「事前に発掘調査

を実施 して、記録保存を図る。発掘調査に伴う経費は事業主体者である飯山市が負担する。発掘調査は飯

山市教育委員会に委託する。」というものであり、計画書並びに予算書が示された。

飯山市長名で文化財保護法第57条 の3第1項 による通知が教育委員会 に提出され、12月12日 付けで県教

育委員会教:育長宛提出した。このことに対する通知は12月28日 付けで事前に発掘調査を実施するよう改め

て通知があった。

平成2年6月22日 、文化財保護法第98条 の2第1項 による埋蔵文化財発掘通知を文化庁長官宛提出 した。

調査体制は飯山市遺跡調査会で行い、調査の実際は調査団(高 橋桂団長)が 実施す ることとした。なお、

国営農地開発関係=遺跡および小泉遺:跡群の発掘調査が進行中であ り、調査団全員が2か 所に分散 して担当

していたために、そうした調査の合間を縫って行わざるえなかった。

調査体制は以下のとお りである。

飯山市遺跡調査会(平 成2年 度)

顧

会

副 会

委

事務局 長

事務局次長

事務局 員

問 小野沢静夫

小山 邦武

長 佐藤 春夫

長 長谷川元一

員 吉沢菊之進

滝沢藤三郎

藤沢賢一郎

丸山 豊雄

中村 敏

高橋 桂

山崎美都枝
＼ 一

浦野 昌夫

岩崎 彌

佐藤 清

渡辺 博

堀内 隆夫

市長(平 成2年9月14日 退任)

市長(平 成2年9月15日 就任)

市教育委員会委員長

市社会教育委員長

市文化財保護審議会会長(平 成2年10月26日 退任)

市文化財保護審議会会長(平 成2年11月2日 就任)

市議会総務文教委員長(平 成2年12月11日 退任)

市議会総務文教委員長(平 成2年12月12日 就任)

市公民館長

日本考古学協会会員

市教育委員会委員長職務代理

市教育委員会教育長(平 成2年12月24日 退任)

市教育委員会教育長(平 成2年12月26日 就任)

市教育委員会教育次長

市教育委員会社会教育係長

市教育委員会社会教育主事
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事 務 局 員 望月 静雄

樋山二二子

飯山市教育委員会社会教育係

調査団

長

当

員査

団

担

調

高橋 桂

望月 静雄

常盤井智行

田村 況城

小林 新治

丸山 三二

常田 利夫

飯山北高等学校教諭

調査参加者(順 不同 ・敬称略)

吉谷すみ(藤 ノ木)・ 岸田昇 ・北川サ ワ(山 口)・ 宮本 みち(四 ツ屋)・ 小林勇 ・渡辺チサ ・高橋幸枝

・渡辺な を(小 佐原)・ 荻原 なつ ・清水 はる(南 条)・ 小 島有 ・堀川定夫 ・大塚富蔵 ・高柳定夫(笹 川)・

北川利 之 ・中島伝 一・荒井則夫 ・荒井博美(上 新 田)・ 宮本正人(重 機 オペ レー ター)

調査協力者(順 不同 ・敬称略)

前沢節朗(柳 原地区区長会長)・ 清水一洋(柳 原地 区区長会 副会長)・ 前沢弘平(柳 原地区老人会 長)

・丸山昭治(飯 山市公民館柳原分館長)・ 荻原克己(柳 原地区老人会副会長 ・南部)・ 藤沢澄夫(飯 山市

旭連絡所 ・公民館柳 原分館主事)
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第3章 調査の成果

1調 査の方法 と経過

調査方 法(図7)

調査 は、120m・ を対象面積 とす る緊急 発掘 であったが、工事 実施対象地区(約1200m2)の 大半 が既調査

に削平 されてい るもの と考 え られ、 それ らの状況 を確 認す るこ とを 目的 とした。その ため、調査方法 は ト

レンチ法 とし、工事用 に設置 された畑境杭2点 をその まま発掘 区のポイ ン トとして幅2mの トレンチを設

けた(Aト レンチ)。 さらにAト レンチ途 中 よ り直交す る トレンチ を設けた(Bト レンチ)。 また、丘 陵端

部 の状況 を確 認す るために任意 に トレンチ を1本 設定 した(Cト レンチ)。 なお、調査 中新 たに削平部の

確認 のため にAト レンチの北側 を ミニ ・バ ックホーで確認調 査 を行 った(Dト レンチ)。 調査 区呼称 は・4

m毎 に分割 し番号 を付 した。遺物等の取 り上 げは、た とえばAト レンチの1番 はA-1と し、遺物 の略名

KSHを その前 に付 した。調査 につ いて は、市内2箇 所 で発掘調査 を実施 していたため、作業 員の確保 を

は じめすべ て柳原地区の区長会(会 長前沢節朗 氏)な らびに地区老人会(会 長前沢弘平氏)に お願い して

進めた。そのほか器材収納 ・休 憩場所等 につ いて は旭連絡所 にお世話 になった。

経 過

発掘調 査は、平成2年9月4日 か ら7日 までの4日 間の予定 で実施 した。Aト レンチの4・5か ら調査

を進め たが、地山面 の褐色風化火山灰層 まで約30cmで 、すべ て地均 し工事 に より移動 した土層であ った・

Bト レンチの1・2は 耕作土(黒 色土)が わずか15cmで 、黄色 褐色土 も大 き く削 り取 られていた。 また、

Cト レンチ は西 ・南側 で200cm以 上黒色土や黄 褐色土の互層 とな ってお り、斜面 を削 りとった土 を埋め立

てた場所 と判 明 した。4・5両 日の調 査で、A～Cト レンチすべ ての調査 を終 了 した・ また、Aト レンチ

の北側 をバ ックホー によ り確認 したが(Dト レンチ)、 大 きく削平 されてお り遺物 も皆無で あった。

6日 にな り、Bト レンチ4以 降では黄褐色土がほ とんど削土 されていないことか ら、西側一帯 に遺構 が

残 されてい る可能性が あると考え、新 たに拡 張す るこ ととした(図7拡 張区)。 しか し、調査の結果 は、

多 くが破壊 を受けて掩乱 されてお り、近 ・現代 の陶磁器類が出土 した。

7日 の最終 日午後3時 を過 ぎて、拡張区東隅 よ り小竪穴状の落 ち込みを検出 した。 周囲の状況 ・覆土の

色調か ら新 しい もの と思われ、 また他 に遺構 がない ことか ら本 日中に終 了さる予定のため スコ ップで掘 り

下 げを行 った。調査途 中2か 所 で まとまって釘が出土 した。か な り大 型であったため近世以降の墓で ある

と思 われた。3時50分 過 ぎ、最後 に残 った遺構覆 土の西側部分 を掘 り下 げた ところ灰粕陶器小瓶が 出土 し

さらに長頸類 も続いて発見 された。精査 した ところさらに黒色土器圷 も4点 出土 した。 このこ とに よって

平安時代の土墳墓(木 棺墓)で あることを確認 し、翌 日細部実測 を行 うこととした。8日 、他の遺跡調査

が休 みであったため、高橋 団長 に指導 をいただ き、常:盤井 ・小林 ・常田 ・丸 山の各調査 員に依頼 して、実

測な らびに写真撮影 を行った。正午 にはすべ ての作業 を終 了 させ るこ とがで きた。

以上 わずか4.5日 の発掘調査 であったが、7日 の雨の 日も作業 員の方 に出席 していただ くな ど日程的 に大

変厳 しいなか で、調査面積337m・ を調査 し、共献 品を もつ平安時代土‡廣墓(木 棺墓)1基 を検 出す ること

がで きた。 ただ し、遺存状 況が きわめて良好 であったに もかかわ らず精緻 な調査 を行 う事 がで きなかった

の は、偏に担 当者の責任 に帰す もの である。

整理作業 は、平成3年2月 に行った。本書の作 成に当た っては、土 器実測 ・製図 を桃井伊都子が、鉄釘

実測 ・製図は常盤井智行が、写真 は田村況城 ・常盤井 ・望 月静雄が行った。
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図7調 査 区全体図(1:400)
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2遺 構

調査前の予測通 り、大半 の地 区が既 に削土 されてお り、遺構 は大半が消滅 していた。 カ ッテ ィング した

土 を西側低地へ押 し出 したために、拡張区のみ一部残 存 していた。 しか し、 この地 区 も近 ・現代 の構築物

が あった と推定 され、そ う した痕跡や遺物が多 く認め られた。検出 された平安時代の木棺墓 は、 こう した

状 況のなかで唯一残 された遺構 である と考 え られ る0

木棺墓(図8)

長 さ295cm、 幅155cmの 大型で、四隅がやや丸み を もつ長方形 を呈す る。確 認面 か らの深 さは50cmを 計

る。主軸の方位 はN17.Eで ある。急斜 に掘 り込んでお り、特 に東側 はほぼ垂 直 とな る。覆土 は褐色土が

混 じる暗黒褐色土層 で、層位 の識別 は確認 しえなか った。遺 物は覆土 中に も多 くの土師器破 片が出土 してい

るが、長軸の西側部分 において、 ほぼ中央 か ら北側 にか けて完形の灰粕陶器長頸:瓶1、 同小瓶1、 黒色土

器杯4が 並置 されて出土 した。厳密 には、 それ ぞれ壌底 よ り0.5～1cm浮 いた状態 で出土 してい るが、 ほ

ぼ底面 に接 してい る状態 といえる。1点 のJ一/r¥は伏せ た状態で出土 しているが、他 はすべ て正位 に置かれて

い る。4点 の うち各2点 が 口縁 を接す るように置かれ てお り、2点 ずつセ ッ トの可能性 もある。 また、出

土位置 につ いて実測 出来 なか ったが、墳底 に近 い覆土 中よ り鉄釘18点 が、長軸 の両端部 より約40～50cm内

側 においてほぼ直線 的に出土 した。おそ ら く、木棺 に使用 された釘 と考 えられ る。

図8木 棺 墓(SK1)実 測 図(1:40)(遺 物は1:8)
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3遺 物

A木 棺墓出土遺物(図9・1～15,図10)

(1)供 献遺物 壌底 に埋納 された6点 の土器 ・陶器 で ある(1～6)。

黒色土器 圷(1～4)

ユは、 口径12.8cm、 器高4.5cm、 底径5.Ocmを 計 る。 口縁端部 がやや外反 し体 部が内湾 ぎみ とな る形態

を呈 し、やや歪 みが ある。底部 にはロクロ糸切 り痕 をとどめてい る。 内面 は口縁部分 に丁寧 な ミガキが な

され る。色調 は褐色 を呈 し、胎土 には小石等が混 じってい る。2は 、 口径13.Ocm、 器高4.4cm、 底径5.3cm

を計 る。1同 様 に口縁端部 がやや外反 し体部が内湾 ぎみ とな る器形 を呈すが、色調 は乳褐色 を呈 し、胎土

は精選 され、調整 も1よ り入念 に行われている。外面底部 には糸切 り痕 を とどめ る。3は 、 口径13.3cm、

器高4.Ocm、 底径5.7cmを はか り、1・ ・2よ り器高が低 く、底径が大 きい。やや あげ底状の底部で、内湾 ぎ

みに立ち上 が る。色調 は褐色 を呈 し、胎土調整方法 は1と 同様 である。4は 、口径12.7cm、 器高4.3cm、 底径

6.Ocmを はか り、形態 ・胎土等 は3と 類似す る。器表面 は ロクロ痕 を明瞭 に残 す。

以上 の黒色土器杯 は、法量 ・形 態は1・2が 類似 し、3と4が 類 似す る2グ ル ープが あ り、 また、胎土

・色調 は2の みが異質で、1・3・4が 類似す る。

灰紬陶器

小瓶(5)

口径4.8cm、 器高9.5cm、 底径5.4cmを 計 る。頸部か らゆ るやか に外反 し、 口唇部で ラッパ状 に開いてお り

胴部は球胴形 を呈 して底 部 に至 る。体部 はロクロナデ調整が丁寧 に施 され、底部外面 には回転糸切 り痕 を

残存 させ てい る。灰粕 は、頸部 内面 と外面 口唇部か ら胴下半 にかけて、刷毛塗 りによって施 されているが

胴上 半か ら口唇部 にか けて剥落 している部分 が多い。東濃産光 ヶ丘1号 窯式期で、前川編年(前 川1986)で

は9世 紀後半か ら10世 紀初期 に位置付 け られ る。

長頸瓶(6)

口径11.1cm、 器高23.1cm、 底径9.Ocmを 計 る。頸部接合部か らゆ るやか に外反 してラ ッパ状 に開いてお

り、 口縁部 は下方 に挽 き出 して 口縁帯 を作 っている。胴部は、なだ らか にほぼ胴 中央部で最大径 とな り、

ゆ るや かにすぼ まって底部 とな る。頸部か ら口縁部 はロクロナデ調整が施 され、胴部 は下半 まで回転ヘ ラ

削 り調整が行われ る。底部 は回転ヘ ラ削 り調整が なされ、糸切 り痕が消 されてい る。施粕は、内面頸部上

面 か ら口唇部、外面 は 口縁部 よ り胴 中央部 よ りやや下 まで刷毛塗 りで施 され る。光が丘1号 窯式期 に位置

イ寸け られ よう。

(2)覆 土一括土器(7～15)

土堤墓の覆土 よ り土師器破 片が多 く出土 している。 この うち図化 したのは、黒色土器杯5(7～11)・

椀1(14)、 土師器圷3(11～13)で ある。 このほか黒色土器に墨書 の認め られ るもの1点(15)が あ る。

黒色土器椀(14)は 、脚部が押 しつぶれた ように変形 している。外面底部 は回転ヘ ラケズ リのの ち、ナ

デ調整が施 され る。土師器杯 は、いずれ も底部 とのぞ周辺のみで全体 の器形 は不明であるが、外面底部 に

は回転糸切 り痕 をとどめ ている。

(3)鉄 釘(図10)

土墳墓の特 定部分2か 所 よ りまとまって出土 した もので、木棺 に打 ちつ けた もの と思われ る。調査時の

不手際 によ り地点分布図 を作成 しなかったために、 どち らか ら何 点出土 してい るのか不明であ るが、総点

数18で あ るこ とか ら恐 らく9点 ずつの 出土 と推定 され る。 また、2か 所以外か ら全 く出土 しなか ったのか

どうか断定 はで きない。
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図9出 土 遺 物(1～15SK1・16～22遺 構 外)(1:4・1:2)
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図10SK1出 土鉄釘(12)
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長 さは8.6～11.5cmで 、8.5～9mmの ものが多い。10cm以 上の もの は

1～3の3点 のみであ る。径 はお よそ7mmの 角釘であ る。頭部 は、上

か ら叩いて長方形状 の平坦 な面 を作 って いる。

錆 に木質部 の木 目が痕 跡 として残 ってお り、板の厚 さを知 る手掛 か

りとな ってい る。重ねた上 の板の厚 さは、釘上部の木質痕 の幅 と一致

す るか らであ る。5の 一例 のみ3cmで あ るが、他 は'3.5～4cmの 範 囲

に収 ま り、板 の厚 さは約4cm弱 であった と推定 され る。 また、 木質痕

か ら木棺 の形態 ・板材の組み合わせ も想定 され るが、各釘の出土位置

を記録 しなかったため、明確 にす ることが で きない。

B遺 構外 出土遺物(図9・16～22、 図11)

(1)土 器 ・陶器(図9・16～22)

図11鉄 釘出土位 置及 び

木棺想定図(1:80)

20は 、単節 の斜縄 文が施 されてお り、縄文前期 の土器 と思 われ る。21・22は 櫛描波状 文の施 された土器

で、弥生時代後期の甕形土器であ る。16～19は 平 安時代 の土器で、16は 軟質の須恵器、17は 土師 器、18は

黒色土器 で、高 台の付 く皿 であ る。19は 灰粕陶器 の椀 の高 台部分で、三 日月高台に近似 す る。外面底部 は

ヘ ラ削 りナ デ調整で、回転 糸切 り痕 を消 してい る。灰粕 は一部分 しか残存 して いな く不明瞭であ るが、刷

毛 塗 りであろ うと思われ る。

(2)石 製品(図11)

1は 磨 り石 である。楕円礫 の一面のみ に摩 り面 が認め られ、平 坦な面 となってい る。砂岩製で重量3109。

A-4よ り出土 し、縄 文時代 の もの と考 えられ る。

2は 硯 である。長方硯で破損 している。A-1出

土で、中世 か近世の所産 であろ う。

3は 砥石 である。長 さ13.9cm、 幅2.5cm、 厚 さ2.4cm

をはか り、長方体の形 態 を示 す。頁岩製 と思 われ る。

Cト レンチ出土で、時期 は明確で ない。

図12遺 構 外出土石製品(1:2)
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清

森

東

小湊

小湊

飯山北高郷土研究会

神田

桐原

飯山公民館

信濃史料刊行会 信濃史料 第1巻 上下1956

桐原 健 北信長峰丘陵における弥生式遺跡 考古学雑誌45-11959

飯山南高考古学クラブ 長野県飯山市有尾遺跡調査概報 信濃13-121961

飯山南高考古班 飯山市有尾黄金石上遺跡調査略報1963

桐原 健 飯山須多ヶ峰遺跡見学記 信濃考古51-31966

桐原 健 最近における長野県考古学会の成果一北信須多ヶ峰遺跡の紹介一

高橋 桂 北信濃須田ケ峰弥生式墓砿調査略報 考古学雑誌51-31966

文化財保護委員会 全国遺跡地図 「長野県」1967

高橋 桂 須多ヶ峰弥生式墓砿 発見の鉄釧再報 考古学雑誌52-31967

高橋 桂 北信濃城端遺跡調査略報 信濃21-71969

飯山北高校地歴部 別府原遺跡 いにしえ31970

宮崎 博 飯山城祉発見の中期弥生式土器 長野県考古学会誌91970

高橋 桂 ・太田文雄 北信須多ヶ峰遺跡第二次発掘調査報告 信濃29-41977

飯山北高地歴部OB会 遺跡分布調査報告11977

飯山市教育委員会 北原遺跡調査報告書1980

飯山市教育委員会 鍛冶田1980

飯山市教育委員会 北原遺跡III1981

広瀬 昭弘 北信濃小佐原遺跡出土の表裏縄文土器について 信濃33-41981

金井 正三 縄文前期有尾式土器の再検討 信濃34-4

広瀬 昭弘 小佐原遺跡一長野県史考古資料編全1巻(2)主 要遺跡 「北 ・東信」所有

長野県史刊行会1982

金井 正三

引 用 ・参 考 文 献

清見 飯11」市有尾遺跡発掘概報 下水内郡遺跡発掘調査報告書1950

茂夫 外様村尾崎東長峰発掘調査報告←う 下水内郡遺跡発掘調査報告書1950

享 外様村尾崎東長峰発掘調査報告⇔ 下水内郡遺跡調査報告書1950

茂夫 外様村尾崎長峰遺跡第7号 住居む1二 水内会々報31951

道雄 ・清水 享 ・森山茂夫 ・寺崎昭夫 下水内郡外様村東長峰遺跡3・4・5・6・7号 住居祉

下水内郡遺跡調査報告21951

渥美 飯山町有尾遺跡発掘報告 飯山北高郷土研究会々報1952

渥美 下水内郡外様村顔戸遺跡調査報告 飯山北高郷土研究会々報1952

下水内郡顔戸 ・尾崎遺跡発掘調査報告及び感想文集1952

五六 長野県下水内郡飯山町有尾遺跡調査概報 信濃5-81953

健 長峰尾崎遺跡の重要性 若木考古38・39合1955

飯山町誌1954

長 野101966

有尾遺 跡 一長野県史考索資料編 全1巻(2)主 要遺跡 「北 ・東信」所有 長野県史刊行会1982

桐原 健 東長峰遺 跡、柳町遺跡 一長野県史考古資料編 全1巻(2)主 要遺跡 「北 ・東信1所 有

長 野県 史刊行会1982

高橋 桂 須 多 ケ峰遺跡 一長 野県 史考古資料編全1巻(2)主 要遺跡「北 ・東信」所有

長野県 史刊行会1982

高橋 桂 北原遺跡 一長野県史考古資料編 全1巻(2)主 要遺跡 「北 ・東信」所有 長野県 史刊行会1982

飯 山市教育委員会 北原遺跡IV1985
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第4章 結 曇五
ロロ

小佐原遺跡は、過去に2回 調査が行われ、縄文時代草創期および弥生時代の遺跡 として著名である。こ

のことはすでに前章において触れたとおりである。

今回の調査区は、飯山市旭連絡所の周辺で前回の調査区よりも北側に偏 し、台地西縁部に相 当する。ま

た、過去において地ならし工事が行われた場所であって、調査前か ら遺跡は壊 されているもの として、調

査の必要性について も疑問視 されていた。東側が2m以 上 もカッティングされていた現状では当然 ともい

える。市の教育委員会では、県文化課の小林指導主事および高橋市文化財審議委員の意見を求めた ところ

破壊 されているか どうかの確認調査は必要であるとの指導を頂 き、発掘調査を実施することとなった。

調査の結果は、予想通 り大半が破壊されていた。台地上方の約半分を切 り土 し、その土を西側の低地に

押 し出 して平地にしていた。ただし、そのカッティング部分 と盛 り土 した接点の部分、旧地形では台地の

端部と思われる箇所に偶然ともいえるほど僅かな部分に遺構が残されており、発掘の結果、平安時代の土

堰墓 が検出された。

土墳墓は、遺存状態がよく内部 より多 くの共献品や鉄釘が出土 した。平安時代の土壊墓内より鉄製の釘

が出土 したのは寡聞にして類例を知 らない。また共献品の出土は、県内で最近特に類例を増 しつつあるが

灰粕陶器など一級品の資料 といえよう。また、具体的に当時の葬送儀礼を追究できる出土例である。飯山

ノ市内でも昭和53年 より平安期墓地の発掘例が増加 し5遺 跡10例 の共献品を伴
った土墳が発見されている。

このことについて も、集成し公表する準備 を進めているところである。

最後 となったが、調査に当たっては、地元柳原地区の老人会に作業員の配慮をいただきいた。 また、地

区区長会長の前沢節朗氏、公民館柳原分館長の丸山昭治氏をはじめ多 くの関係者のご協力をいただいた。

ここに、あらためて感謝申し上げ結語 とする。

(追記)

校正段階 に至 り、松本市石上遺跡で木炭 を敷 いた墓(石 上遺跡土壇墓)の 報 文に接 した。長 さ3.6m、 幅

2.1m、 深 さ0.9mの 大型土壊墓で、13枚 の内黒土師器の杯 と」皿、1個 の灰粕陶器長頸壼 が納め られ、 また

棺の形 その ままに鉄釘が多数 出土 した とい う。(松 本市教育委員会1991松 本市里山辺 薄町 ・石上 ・

鎌 田遺跡 一県営 圃場整備 に伴 う緊急発掘調査概報 一24一 ～27㌻)
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第2編

関 沢 遺 跡





第1章 調査経過

1調 査 に至 る経過

飯山市は1990(平 成2)年 度の新農村地域定住促進対策事業 として瑞穂地区関沢 に民芸関係施設の建設

を計画 した。その建設予定地が関沢遺跡の範囲内であるので建設場所の変更等を含めて1989(平 成1)年

度に遺跡の保護について協議 を重ねたが、計画変更が難 しいことにより、やむを得ず事前に発掘調査を実

施 して記録保存 を計 ることとした。

1989(平 成1)年11月21日 、県文化課小林秀夫指導主事 とともに現地協議 を行い、建物建設に伴い対象

地の全面が削平 される計画なので発掘調査は全面を対象 とすることとなり、なお整地計画を再度見直 しを

含めて考えていただきたいとの要望がなされた。

発掘調査は1990(平 成2)年 に行うこととし、2ヶ 月の期間を予定 した。 しか し1990年度は他 にも大規

模な発掘が相ついで計画 されているため関沢遺跡の発掘調査は、国営飯山農地開発に伴 う岡山地区の2ヶ

所の発掘調査の終了後に行 うこととなった。

発掘調査に伴 う経費は事業主体者である飯山市が負担することとし、発掘調査は飯山市教育委員会が委

託 され、 日本考古学協会会員 ・飯山市文化財保護審議会委員の高橋桂氏に調査団長をお願いした。

2調 査 と整理

A発 掘調査

関沢遺:跡の発掘調査は9月11日 から10月5日 まで行ったが、雨等の理由で実際の現地作業は13日 間であ

る。調査対象地は約2300㎡ であるが、崖面や削平されたと考、えられる所 をさけて調査区を設定 し約800㎡

を発掘調査 した。調査期間中は秋の収穫時季 と重なり作業員の方々にはなるべ く都合 をつけて出てもらえ

るようお願いしたが、人員が集まらないこともあった。また、台風19・20号 が接近 し、テント等の発掘器

材の保全や現場の保全に時間を割かれた。 さらに調査地の土壌が粘土質で雨が降ると足 を踏み入れ られな

いほど軟弱になり、晴れて乾燥するとジョレンの刃がたたないほど硬 くなるというやっかいな性質のため

精査作業が難渋 した。

しか し関係者のご協力 と参加者の努力で旧石器 と、小規模 な掘立柱建物 ・溝 ・土拡などが検出された。

また後世に削平されたためか発掘面積に比べて遺物の出土は予想外に少ない。調査体制は以下の とお りで

ある。

飯山市遺跡調査会(平 成2年 度)

顧 問

長

長

員

会

会

副

委

小野沢静夫 市長(平 成2年9月14日 退任)

小山 邦武 市長(平 成2年9月15日 就任)

佐藤 春夫 市教育委員会委員長

長谷川元一 市社会教育委員長

吉沢菊之進 市文化財保護審議会会長(平 成2年10月26日 退任)

滝沢藤三郎 市文化財保護審議会会長(平 成2年11月2日 就任)

藤沢賢一一郎 市議会総務文教委員長(平 成2年12月11日 退任)
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委 員

事務 局長

事務局次長

事 務局員

調査団

団 長

担 当

調 査 員

丸山 豊雄

中村 敏

高橋 桂

山崎美都技

浦野 昌夫

岩崎 彌

佐藤 清

渡辺 博

堀内 隆夫

望月 静雄

樋山二二子

高橋 桂

望月 静雄

常:盤井智行

田村 況城

小林 新治

丸山 三二

常田 利夫

市議会総務文教委員長(平 成2年12月12日 就任)

市公民館長

日本考古学協会会員

教育委員会委員長職務代理

教:育委員会教育長(平 成2年12月24退 任)

教育委員会教育長(平 成2年12月26日 就任)

教育委員会教育次長

教育委員会社会教育係長

教育委員会社会教育主事

教育委員会社会教育係

飯山北高等学校教諭

作業参加者(順 不 同 ・敬称略)

吉越国善 ・加藤袈裟男 ・吉越古寿 ・鷲 野吉太郎 ・大平 あおい ・佐藤 きさ子 ・宮本つ ぎ ・吉越 しげ(以 上

関沢)・ 武田美作(富 田)・ 樋 口栄(温 井)・ 樋 山巖(戸 狩)・ 綿田茂 実(高 山村)

B整 理作業と報告書の作成

整理作業 は市埋蔵文化財センター(旧 第三中学校寄宿舎)で 行った。.整理期間は平成2年 度の市内各所

の発掘が目白押 しだったためそれらの発掘や整理のあい間をぬって行った。

本書の作成については遺構図を常盤井が当たり、=遺物の実測 ・トレースは桃井伊都子(上 倉)が 担当し、

写真撮影 は田村が担当した。編集は高橋団長指導の もと常盤井が行った。執筆者は目次に記 した。

C調 査日誌抄

1990(平 成2)年 関沢遺跡

9月6日(木)重 機 に よる表 土除去。

9月10日(月)重 機 による表土除去。岡山 トトノ池南遺跡 か ら発掘 器材 を搬入。

9月11日(火)A9～ 現地 にて発掘調査開始 式 を行 う。基準杭打 ち ・テ ン ト設営等発掘準備 を行 い、

併 行 して第1ト レンチ東北隅か らジ ョレンが け精査 を開始。地面が乾燥 して硬:く難儀 す る。

9月12日(水)第1ト レンチジ ョレンが け精査続行。柱穴等遺構検 出 し始め る。

9月13日(木)雨 のため現地作業 中止。

9月14日(金)第1ト レンチジ ョレンがけ精査 ・遺構i掘 り下 げ続行。D-2区 の竪穴遺構 は十字 に畔

を残 して掘 り下 げるが浅 く遺物 の出土 もない(SK1)。

9月17日(月)第1ト レンチ西端で溝SD2検 出。掘 り下 げ開始。
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9月18日(火)雨 のため現地作業 中止。

9月19日(水)SD2掘 り下 げ続行。第1ト レンチ南端で土 拡検 出(SK2)。 掘 り下 げ開始。 台風19

号接近 とのこ とでテ ン ト等発掘器材 をしまう。

9月20日(木)台 風19号 の風 雨のため現地作業 中止。

9月21日(金)SK1・SD1写 真撮影。SD2・SK2掘 り下 げ続行。

9月25・26日(火 ・水)雨 のため現地作業 中止。

9月27日(木)SK2・SD2掘 り下 げ完 了。写真撮影。 第1ト レンチ全体写真撮影の準備。

9月28日(金)第1ト レンチ全体写真撮影。大関橋東端BM318.2mを 基準 として調査地 に標高 をお

とす。第2ト レンチジ ョレンが け精査 開始。

9月30日(日)

10月1日(月)

10月2日(火)

10月3日(水)

10月4日(木)

地 全 体 図作 成 。

10月5日(金)

台風20号 接近 のため急拠調査員で テン トをはずす。

第1ト レンチ地 山 を東西 に断 ち割 る。午後 雨のため現地作業 中止。

第2ト レンチ ジ ョレンが け精査続行。

第1ト レンチ遺構 図作成。第2ト レンチ ジ ョレンが け精査。遺構 は検 出 されない。

第1ト レンチ地 山土層図作成。第2ト レンチジ ョレンがけ精査、西側 写真撮影 。調査

第2ト レンチ南部 ジョレンがけ精査、写真撮影。調査地全体図完了。遺構畔はず し。

発掘器材の撤収 を行い現地作業 を終了。終了にあた り調査成果などを簡単に記 した発掘だより 「かわら版

関沢」を関係者に配布。
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第2章 遺跡の位置 と環境

1地 理的環境

関沢遺跡 は長野県飯山市大字瑞穂(み ずほ)関 沢(せ きざわ)に 所在する。飯山盆地を北へ貫流す る千

曲川は現在飯山市街地の東辺か ら東北流 し、盆地東辺にせ り出す段丘につ きあたって樽:(た る)川 と合流

し北北西に向きを変える。関沢遺跡のある瑞穂地区は千曲川の東岸にあた り遺跡はちょうど流路変換点の

東岸にあたる。この千曲川東岸は三国山脈に属する毛無(け なし)山(標 高1649.7m)の 尾根が西へ幾筋

も延び、尾根問に扇状地を発達させている。尾根の先端は段丘面をなして千曲川に接 している。

関沢遺跡はこれら発達 した段丘面に位置するが、段丘は西流を主 としつつ も復雑に入 りくむ谷筋で分断

されている。遺跡の所在する段丘 ももともと南の宮 中丘陵と一・続きの ものであったと考えられている。

いまこの丘陵を関沢丘陵 と呼べば、丘陵はちょうど関沢集落か ら南々西へ延びる尾根状 をな し、東は谷

をもって山地 と画され、酉 も小谷でより下位の段丘 と画 され,ている。丘陵は長 さ350m、幅30～50mを はか

り、最高所は丘陵北寄 りにあ り標;高約350mで ある。現在この丘陵の中央には旧野沢街道が北走 し、西は主

要地方道飯山 ・野沢線バイパスが走る。そして畑地が中心であった当地 も近年住宅地 として開発され宅地

化が進んでいる。

当地の気候は冬期多雪の裏 日本型だが、西斜面で西陽の当たりが良 く、雪融けは早い方である。また奥

深い三国山脈を水源にもつ湧水は、豊かで しかも味が素晴らしい。

2歴 史的環境

樽:川との合流 点以北 の千曲川 両岸 に展 開す る段丘上 は旧石器時代遺 跡の宝庫 である。戸狩以北 をの ぞい

て現在 わか ってい る遺跡 を列挙すれば、北 か ら日焼 ・屋株 ・上野 ・=瀬付 ・内野 ・北竜湖 ・重地原 ・太子林

・関沢 ・宮 中 ・千苅 ・城 ノ前 ・木 原 ・小見 と十数 ヶ所 が数 え られ る
。発掘 された遺 跡 も多 く、 日焼 ・屋 株

・上野 ・太 子林 ・関沢 ・宮 中 ・千苅があげ られ る。 これ らの遺 跡の概要 につ いては望 月がr小 沼湯滝バ イ

パ ス関係遺 跡発掘調査報告1』 の中で まとめ られてい るので以下 これを中心 に概要 を記す るこ とす る。

日焼遺跡 は5000m2以 上 の大規模 な遺跡 で便宜的 に7地 点に分 け られてい る。1988年 に発掘 され、6群 の石

器群 が検 出 され,た。特徴 はスク レイパーが多量 にあることで総数113点 にのぼ る。石材で は大型のスクレイ

パ ーは安 山岩 を使用 し、小型の同種器具 に黒曜石 を使用 している。年代 は小 型のナ イフ形石器が出土 した

ことか らナイフ形石器 の終末 に位置付 けられている。 また、発掘 地点 とは異 なる地点で も100点 以上 の石器

が採集 されてお り中に挙大 の黒曜石石 刃石核 がある(飯 山市教:育委 員会1989)。

屋株遺跡 も1988年 に発掘 され、1ヵ所 の旧石器集 中部があ り約90点 の石器が出土 したが トウールは少 ない。

「横倉型」尖頭器が2点 、細部加工剥 片が2点 ある。石材 は安 山岩が主体 である。(飯山市教育委員会1989)。

上 野遺跡 は1989年 に発掘 され、5集 中地点 ・2礫 群 が検 出されている。集 中地 点は後の遺構 でx乱 され

てい る部分が多い。礫群 は純粋 な厨房施 設 と考 えられ る出土状 態である。出土 した石器 は時期 的に大 きさ

の差 はない と考 えられているが、尖頭器 ・掻器 を中心 に彫器 ・ナイフ形石器 ・石錐 ・磨製石斧 ・剥 片等バ

ラエテ ィに富んでい る。石材 は地元産 の安 山岩のほか玉髄 が多用 され、 しか も掻器 との結びつ きが強 く、

搬 入品 とも考 えられている。年代 的には 「横倉型」 尖頭器の出土か ら先土器時代終末 に位 置づ け られて い

る。(飯山市教育委員会1990)

太子林遺 跡 は1980年 に発掘 され、3ヵ 所の集中地点が確 認 され、ナ イフ形石器 ・掻器 ・彫器 ・錐 ・刃部
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図1 遺 跡 の位 置(1:50,000)
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図2周 辺遺跡分布図(1:15,000)

1日 焼(先 ・平)2南 原(縄)3屋 株(先 ・縄 ・平)4上 野(先 ・縄 ・弥・古 ・平)5大 倉崎(縄 ・古 ・平 ・中)

6大 倉崎II(縄 ・平)7瀬 附(先 ・縄)8内 野(先)9向 峰古墳群10太 子林(先)11関 沢(先 ・中)

12宮 中(先 ・縄)13千 苅(先 ・平)14城 の前(先)15飯 綱 堂古墳:(狐塚)16猿 飼 田(平)17神 戸古墳群

18木 原(先 ・縄)

A大 倉崎(上 野)館 跡B関 沢館跡C犬 飼城館跡D神 戸城
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磨製石斧 ・石核 ・ハ ンマー な ど約600点 が出土 している。ナ イフ形石 器は黒曜石 ・頁岩 を使用 し、基部加

工 と二側縁 加工 の二形態が ある。掻 器は刃器状剥 片の端部 に雑 な刃部 を作 出 したエ ン ド・スクレイパ ーの

ほかに不定形 な剥 片の周囲 に刃部 を作 出 した例 もある。石核 は、安山岩 ・頁岩が確認 されてお り打面調整

の施 された長方体 を呈す る。 これ らの石器群 について は、野川編年(小 林 ・小田1973)の 第II期 に位置づ

け られている。(飯山市教 育委員会1.981)。

関沢遺跡 も1980年 に発掘 され1カ 所 の石器集中部が検 出 されている。尖頭器 ・掻器 ・尖頭削器等が出土

してい る。尖頭器 は両面 ・半面 加工 の両者が あ り、1点 柳葉形 の尖頭器があ る。報 文では野川III期 に位置

づ け、 その後の検 討で山形県越 中山、富山県立美遺跡 出土石器群 に比 定 されている(望 月1982)。

宮中遺跡 は1978年 に発掘 され縄 文後期の石棺状遺構 が検 出 された遺 跡 と して有 名だが、 それ に先立 つ分

布確 認調査 で安 山岩製のブ レイ ドと剥 片が出土 してい る(飯 山市教育委員会1979)。

千苅遺跡 は1989年 に発掘 されてい るが発掘以前に も300点 の石器が採 集 されている。尖頭器 ・ス クレイ

パー ・細石核 で、種 々のバ リエーシ ョンを もった尖頭器 が特徴的で ある。年代的 には関沢石器群→(細 石

器)→ 千苅石器群→横倉遺跡 とされている(中 島1982)。 発掘 では数点の石器が出土 してい る(飯 山市教

育委員会1990)。

城の前遺跡 では薄手の両面 加工 の尖頭器が6点 採集 されてお り先土器 時代最終末期 とされている。 内野

遺跡では黒曜石のエ ン ド ・ス クレイパ ーが、山岸遺跡 では黒曜石の尖頭器 ・エ ン ド・ス クレイパーが採 集

されてい る。北竜湖遺跡 では尖頭器 ・丸 ノ ミ形石斧が湖岸 よ り採 集 されている(望 月1980)が 縄文草創期

の遺物 も採集 されてい るため土器 出現以後 に位 置づ け られ る可能性 があ る。

縄文時代 の遺跡 は、草創期 か ら早期 に北竜湖があげ られ、前期 には大倉崎 ・瀬付 ・北竜湖が ある。大 倉

崎遺跡は3回 の発掘等で竪穴住居跡7棟 が丘頂 を囲む ように検 出 され、 多量の前期後葉 の土器 ・石器 が出

土 してい る(飯山市教育委員会1990)。 中 ・後期 の遺:跡として宮中遺跡 がある。宮中遺跡 は1979年 に発掘 され

後期の石棺状遺構(石 棺 墓)23基 が検 出され葬礼用浅鉢 ・漆塗櫛・耳栓状耳飾等が出土 して いる(高;橋桂1980)。

弥生 ・古墳時代 の遺跡 は千 曲川東岸 には多 くない。西岸 の上野遺跡で弥生時代 中 ・後期 の竪穴住居跡 と

古墳:時代前期の竪穴住居跡 と方形周溝墓 が検 出されてい る。古墳時代 前期 の土器 は北陸地 方に類例があ る

もので注 目され る。

古墳は上野 に1基 、向峰 に6基 が発見 されているがいずれ も小型の円墳 である。飯綱 堂狐塚古墳 は飯 山

地方には珍 らしい横 穴式石室墳 で石室が露:出している。

平安時代 は当地の開拓 が再 び進む時代 で遺跡 も急増す る。屋株 ・上 野 ・千苅 ・大倉崎 ・大倉崎II・ 猿飼

田等の遺跡 である。上 野遺跡 ・屋株遺跡 は発掘 され竪穴住居跡や掘立柱建物跡が検出 されている。

中世は小菅 山が北信濃三大霊場 として知 られ、 山岳仏教の一大修験場であった。 また在地土豪が 成長 し

所 々に彼 らの城館跡が残 されている。大倉崎(上 野)館 跡、犬飼城館跡 はその代表的な もので、 当遺跡 の

ある関沢丘 陵の丘頂付近 も関沢館跡 に推定 されている。山城 も多 く東岸屋根線上 には未発見の もの も含め

て多 くの城跡 が存在す る もの と予想 され る。

参考引用文献

「新編瑞穂村誌」1980新 編瑞穂 村誌刊行会

「小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘調査報告1一 日焼遺跡・南原遺跡・屋株遺跡・大倉崎館跡」1989飯 山市教育委員会

「小沼湯滝バ イパス関係遺 跡発掘調査報告II一 上野遺跡 ・大倉崎遺跡」1990飯 山市教 育委 員会

「宮 中遺跡分布確認調査報告書」1979飯 山市教育委員会

「太子林 ・関沢遺跡」1981飯 山市教育委員会

「千苅遺跡の研究」1990飯 山市教 育委員会
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第3章 遺跡の概要

1遺 跡の概要 と過去の調査

関沢遺跡 は前述の関沢丘陵 全体 にまたが る遺跡 で、1972年 に飯山北高地歴部員の踏 査で黒 曜石の細 片 を

2点 採 集 したこ とが 発見の契起 とな った。 その後地元在住の鈴木勘治氏が3点 の石器 を採集 しその中に槍

先形尖頭器 の未製品 と思われ る石器 が含 まれ てお り、 旧石器時代 の遺跡 として注 目され るこ ととなった。

1980(昭 和55)年 県道飯山 ・野沢温 泉線改良工 事(関 沢 バイパ ス)に 伴 う緊急 発掘調査が行 われ た(飯

山市教 育委 員会1981)・ 発掘地 点は今 回調査地の南約50mの 所で、丘 陵南斜面 に位置 し、南側 へ は緩 く傾

斜 し、西側 は急崖 となって小開析地 に臨んでい る。 当時 の現況 は休 耕田であ る。今回調査地 よ り約5m低

い・ 発掘面積 は約140m2と 狭 いなが らも礫 ・石器約200点 が8×5mの 範 囲に集 中す るユニ ッ ト1か 所 を

検 出 している。石器出土 層位 は褐色 テフラ層最上部 か ら黒色土への漸移層 にか けての層位 であ る。 出土石

器 は槍先形尖頭 器(図5、1～7)、 槍先形 尖頭器の二次加工 品(同8、9)、 尖頭削器(図6 、10～17)

掻器(図7、18～24)、 縦長剥片の縁 部に若干の細部調整 を施 した もの(同26・27)、 両面加工石器(同

25)が ある。石材 は21～23が 安山岩で他は頁岩製で ある。

礫群 はユニ ッ トの 中心部のやや南西側 にあ りφ3～8cmの 円礫約20点 が1.0×1.2mの 範囲 にあ る。礫

は火をうけて変 色 した り破損 してい るものが認め られ、タール状付着物 が付 いている もの もあ り、厨房 と

推 定 されてい る。

また砕 片の分布状況や石器 の作 出にかか る第1次 工程の剥片類 が極 めて少量で あることか ら、石器製作

は素材作 出 まで は他の地 点で行われ、二次加工 は本ユニ ッ ト内東側 の砕片分布地 点で行 われ た と推定 され

てい る。

これ らの石器群の年代 につ いては報文では野川III期 に位 置づ け られ、 さらに、後の検 討で山形 県越 中山、

富 山県立美遺跡 出土石器群併行期 に細分 されてお り(望 月1982)、 また飯 山地方の先土器時代編年予察で

は、尖頭器が主体 的な石器組成 とな る飯 山III期におかれている(望 月1989)。

今回の調 査地 は舌状 につ き出た台地の先端部 で、上面 に南西に緩 く傾斜す る平坦面 を もち南、 西へ ゆる

く傾斜す る斜面へ と続 く。現況 は段畑 と栗林 である。東に旧野沢街道が接 している。

参考引用文献

『太子林 ・関沢遺跡』1981飯 山市教育委員会

月

月

望

望

2

静雄 「北信濃関沢遺跡 の石器群」 『信濃』34-41982

静雄 「飯 山地方の先土器時代編年予察」 『小沼湯滝バ イパ ス関係遺跡発掘調 査報告1』1989

飯山市教育委員会

調査方法

//

調査方法 今回の調査は旧石器ユニ ットの検出された1980年 調査地の北約50mと 近接 しているのでまず

旧石器の検出を第一目的 とし、 また丘頂の関沢館跡推定地に関連する遺跡の検出も予想された。調査地の

現況は畑地および栗林であり、栗林の所は崖および傾斜地なのでそこを土置き場 とし、畑地を中心に トレ

ンチを設定 した。調査はまず重機で表土(耕 作土)除 去を行い、後にジョレン ・移植 ゴテ等で慎重に掘 り

下げ遺構 ・遺物の検出につ とめたが、遺構面の土質が乾 くとジョレンの刃がたたないほど硬 くなり、雨が

降れば足を踏み入れられないほど軟弱になるので作業が難渋 した。遺物の取 り上げは基本的には1点 つつ
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り
り図 調査地 周辺の地形(1:4,000)
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位置 と高 さを測 って取 り上 げたが、遺構 土 と一括 した場 合 もある。遺構 図は平板測量 を行い、写 真は臼・黒

とカラース ライ ドで適宜撮影 した。

調査区の設定 調査地 内の地区割 りについては調査 対象地北端の地堺 杭 を基 準 と して5m方 眼 を組 み西

か らA・B・C… …北 か ら1・2・3… … と命名 した。 方眼 の方位 は約MNlgoEで あ る。標高 は大 関橋東

端 の318.2mを 基準 と した。 なお調査地が段 々畑の上段 と下段 に分かれてい るので便宜 的に上段 を第1ト

レンチ、下段 を第2ト レンチ と呼称 した。

層序(図8)調 査区内の層序 は耕作土(暗 灰色土)の 直下が地山で ある。地山は第1ト レンチでは上

か ら黄白色粘土、茶禍色砂 、黄褐色粘質土が東へ傾斜 して重 なっている。黄 白色粘 土層には所 々桃 色の所

があ り、 またヒビ割れの問に鉄分 が嵌 入 してで きた様な鉄分 の帯が幾条 も走 ってい る。茶 褐色砂 層は細 か

い砂がかた くしまった層 とφ5～10mmの 粗 い砂層 とが10～20cm単 位でサ ン ドイッチ状 をな してい る。黄褐

色粘質土 は前 回調査で最 上部か ら旧石器が 出土 した褐色テフ ラ層 と同 じ層 と考 えられ る。 第2ト レンチは

黄褐色粘 質土層(褐 色テ フラ層)が 地 山である。

図4調 査地 全体図(1:600)

一42一



図5関 沢遺 跡1980年 出 土 旧石 器(1)(1:1.5)
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図6関 沢 遺 跡1980年 出 土 旧石 器(2)(1:1.5)
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図7関 沢 遺 跡1980年 出 土 旧石 器(3)(1:1.5)
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第4章 遺構(図8)

A掘 立柱建物

SBlE●F-2・3区 にあ る南北棟の建物で、北 は調査地外へ延び る可能性 があ る。規模 は南北4問

以上(8.6m以 上)×1問(2m)と 細長 い。柱 問寸法 は2.1m(7尺)前 後 とそろっているが、直角 に

対応 していな い。西側柱 列が北へややずれ る。柱 穴のプ ラ ンは円形で φ20～30cm、 深 さは10～40cm。 出土

遺物 はな く年代 は不明だが柱 穴埋土 は新 しい感 じがする。

SB2D・E-4・5区 にあ る東西1問(2m)× 南北1間(1.8m)の 極 く・J・規模 な建物 であ る。柱

穴 のプ ランは南北 に長 い隅丸方形で20×30～30×40cm。 深 さは20～30cm。 出土遺物 はな く年代不 明だが規

模 ・方位 ・埋土等か らみてSB1と 同年代 と考 え られ る。SD3を 切 る。

B棚

SAlF-2～4区 にSD2に 添 う よ うな恰 好 で あ る棚 で5問(9.3m)分 を 確 認 して い る。柱 間 は

1.8～2.1m。 柱 穴 の プ ラ ンは 円形 でX15～20cm。 深 さ15～20cm。 出 土遺 物 は な いが 方 位 ・柱 穴 の恰 好 ・

規 模 ・埋 土 な どか らSB1・SB2と 同 じ時代 と考 え られ る。

C溝i

SDlC～E-2区 にあた る西～東へ延び る溝 で東 は調査地外へ続 く、断面形は台形 ない し半 円形で

もともとは台形 に掘 り込 まれていたのだ ろう。埋土 は黒色土でSB1・SD2・SA1に 近 い。SK1を

切 る。幅 は0.3～0.7m。

SD2F・G-2～5区 にあ る東北 ～南西へ延び る溝で南西は調査地外へ続 く。幅 は南西 にゆ くにつ

れて広が り、南西端で2.5mを 測 る。断面 は船底形。埋土 は黒色土でSD1な どに近 い。出土遺物 に頁岩

製の剥 片(図9・2)と 、土師器 と考 えられ る土器小片があ るが両者 とも混 入品で あろう。

SD3E-5区 にあ る北東 か ら南西に延び る溝で4.5mを 確認 してい る。南西端 は途切 れているが、

埋土がSK2と よ く似 てお りSK2に つなが る可能性 があ る。断面 は半円形、出土遺物 はない。SB2に

切 られ る。

D土tt

SKlD-2区 に南る方形土拡 で、プ ランは一辺2.7mの 方形 である。壁 の立 ちあが りはゆ るや かで

底面 はほぼ平坦 であるが、深 さは北へやや深 くな り10～15cmで あ る。埋土 はやや色の うすい黒色土。 出土

遺物 はない。SD1に 切 られ る。SK1は 当初竪穴住居跡 と考え.たが、出土遺物が ない こと、伴 う柱穴が

はっき りしないこ と、規模 が小 さいこ と、底面が床 と考 えに くいこ とな どか ら土拡 としておいた。 しか し

前記の条件 は必ず しも竪穴住居跡 であることを否定す る ものではな く、小規模 な竪穴住居跡の可能性 はな

お残 っている。

SK2E-6ξ7区 にあ る土拡で南西端 は崖で切 られている。プラ ンは東北～南西 に長 い楕 円形 をな

し、確認長6.3×3.6mを はかる。底面 は波 うつ様 に凹凸が あ り南西にゆ くに したが つて深 くな る。埋土

は3層 に分かれ最上 層お よび中層 は暗 茶灰色で、中層 に φ1cmぐ らいの炭粒 を多 く含む。下層は均一 な暗

灰 色土 である。出土遺物 に くぼみ石(図9、3)と 石器か どうかあや ふやな拳大の石 などがあるが混入品

の可能性が高 い。
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図8第1ト レ ンチ全 体 図(1:150)
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第5章 遺物

A旧 石 器(図91・2)

旧石器 と考 えられ る石器剥 片が2点 ある。1は 側辺 の一部 と下端 を出土時 点に欠損 しでいるの で よくわ

か らないが、一 部を二次 加工 した製品 ない し剥 片石器 の可能性が ある。D-5区 出土。2は 原石表面が残

る頁岩製の剥 片である。SD2出 土。

これ らの石器 は二次的 なY乱 面か らの出土 であ σ点数 も少 ない。 しか し両者が頁岩製品であ るのは出土

石器の ほ とん どが頁岩製 品である1980年 調査地 出土石 器群 に等 しく、関連が予想 され る。

Bく ぼ み石(図93)

くぼみ石が1点SK2か ら出土 している。半分 を欠いてい るが、 ほぼ楕円形 の もの と考 え られ、両面の

中央 と側面 が使 用され ている。重 さ3099。 なお、図示 していないが くぼみ石等 の石器 の可能性が ある拳

大の石がSK2か ら出土 している。

Cそ の他

ほかに図示 していないが、弥生中期 と考えられる口唇部に縄文をめ ぐらす壺ないし甕の口縁部片1片 と

近世以降と考えられる陶磁器類が少量ある。拳大の礫は使用痕こそ認められないが地山にはない石なので

遺物と考えられる(PL15)。

図9出 土 遺 物(1:1.5)(13)
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第6章 結 語

関沢遺跡は、昭和46年 に当時の飯山北高等学校地歴部員 が微小な黒曜石の剥片を採集 したことが発見

の端緒となった。また、地元在住の鈴木勘治によって採集 された3点 の石器のなかに尖頭器の未製品 も含

まれていることが明か となり、旧石器時代の遺跡であると注意 されるようになった。

昭和55年 、遺跡地内に関沢バイパスが通過することとなり、飯山市教育委員会が緊急発掘調査を実施 し

た。このことについてはすでに常磐井が前章において触れたとおりであるが、1ユ ニットか ら尖頭器を中

心 とする石器群が発見されている。 これ ら石器群の編年的な位置付けについては、当時の日本的に統一的

な編年試案であった野川編年に照 らして野川皿期 に位置付け、さらに南関東編年のフェイズ】V期に相当させ

た。 これは、ナイフ形石器盛行以後の石器群であるということで、基本的な差異はない。その後白石浩之

氏は、 『石槍の文化」の中で本遺跡石器群を取 り上げ、先土器時代末か ら縄文草創期に位置付けられる石

器群であるとされている。本地域では、細石器群との関係が今ひとっ明瞭でないことや、横倉型尖頭器 と

は明 らかに異なった尖頭器石群であることを考慮すれば、もう少 し古い段階に位置付 けられるのではない

だろうか。

さて、今回の調査では旧石器時代の石器を始め遺物 は微小であった。前回の調査区とは接する地区であ

りながら、ほとんど発見することができなかったのは、包含層がほとんど残っていなかったことが大 きな

要因 として考えられる。また、前回の調査区に接 しているものの一段高位の面であって、遺跡が狭小な範

囲に限定されている可能性 も考えられる。 しか しなが ら、微小ながらも痕跡が確認 されたことは、本丘陵

の残された部分に遺跡主体部が存在す ることも可能性 として大いに残っている。今後 とも本丘陵の埋蔵文

化財包蔵地の範囲を明確 にする努力を続けるとともに、将来的に開発が行われるであろうと思われる本地

域の遺跡を少 しでも現状のまま後世に残せればと切望 している。

最後に、本調査に精力的に御尽力をいただいた作業員各位、地元関沢区長の佐藤宏明氏、地権者の佐:藤

春夫氏をはじめ多 くの御協力をいただいた関係各位にお礼を申し上げ結語 とす る。
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PLl 小佐原遺跡
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小佐原遺跡航空写真
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PL2 小佐原遺跡

調査区近景

調査状況
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PL3 小佐原遺跡

調査風景

調査風景
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PL4 小佐原遺跡

木棺墓確認状況(東 より)

'調査状況
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PL5 小佐原遺跡

木棺墓精査状況(南 より)

遺物出土状態(西 よ り)
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∂/



PL6 小佐原遺跡

㎜珊㎜㎜一 ㎜一 ㎜醐一 己ー 一 一 躍 石= 一ウ 脚 細 熈 脚瀞 燃 靴㈱ 一 燃:1::燃㎜ 俄灘7rll≒

㎜
〉;,樫灘iAｰs";撚 穏:il照:ｫ:

木棺墓遺物出土状態(南 より)

遺物出十状態(東北より)
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PL7 小佐原遺跡

木棺墓出土遺物

灰和 長頸瓶 灰粕小瓶
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PL8 小佐原遺跡

黒色土器

鉄釘 木棺墓出土遺物
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PL9 小佐原遺跡

木棺墓覆土及び遺構外出土遺物

遺構外出土石製品

…G1
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PL10 関沢遺跡

遺跡 より千曲川 ・常盤平(西)を 望 む

関沢丘陵全景(南 か ら)、 右が旧野沢街道
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PL11 関沢遺跡

第1ト レンチ全景(北 か ら)

第1ト レ ンチ主 要 部(東 南 か ら)
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PL12 関沢遺跡

第1ト レンチ調査風 景

(東北 か ら)

SD2,SA1,SB1

(南 か ら)

SD2とSK1の 切 り合 い

関係(西 か ら)

1rf
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PL13 関沢遺跡

SK2(北 か ら)

SB1(南 か ら)

SB2(南 か ら)
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PL!4 関沢遺跡

第2ト レンチ西部

(南か ら)

第2ト レンチ南部

調査風景(東 か ら)

第2ト レンチ南部

(西か ら)
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PL15 関沢遺跡

出土遺物 旧石器剥片 ・くぼみ石

出土遺物 礫 弥生土器 ・陶磁器
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